
不要

(廃止)
民間 委託 要改善

現行

どおり

1
子育て環境整備事業

（児童小公園）

教育委員会

社会教育課
0 0 0 1 3 現行どおり

■児童小公園の草刈り等については、人員不足により町

内会において維持対応が出来ず、公園廃止となる場合

もあることから、町内会の負担軽減が出来ると良いと思い

ます。

■新規遊具の選択については、町内会からの意見のほ

か、直接子ども達の声を取り入れ、公園の活性化に向け

て進めて欲しい。

現行どおり

■児童小公園は町会が自らの活動の一環として設置し、町

会が希望する遊具を貸与する事となっておりますことから、引き

続き町会の意見を尊重し対応してまいります。

なお、町会の活動に関しては、別の機会において今後議論が

必要になってくるものと考えます。

【令和６年度】 子育て環境整備事業（児童小公園）　　　　　 0千円

【令和５年度】 子育て環境整備事業（児童小公園）　　3,852千円

　　　　　　　　　　        （比較増減）　 　　　　 　　　　　   3,852千円 減

■当初予算要求済であったが、新規遊具設置に係る予算については、財政査

定により今年度皆減となったところである。

■設置済の遊具の修繕費、定期点検等に係る経費については、児童小公園

管理経費（経常費）において予算措置されているので、引き続き修繕等に努

めてまいりたい。

2
母子保健子育て期支援

事業

保健福祉部

保健課
0 0 0 1 3 現行どおり

■フッ素塗布については、回数増や年齢要件を広げた実

施など、改善していただけると助かります。

■母子手帳アプリの利用率が低いので、原因分析し、改

善をお願いしたい。
改善

■フッ素塗布については、令和６年度より対象年齢を未就学

児までに拡大し、また、自己負担額を無償化とした。

■母子手帳アプリについては、利用率の向上に向けて配信内

容の内容充実に努めていくとともに、アンケート機能を利用し、

活用方法について市民から意見を伺うことを検討する。

【令和６年度】母子保健子育て期支援事業　　14,486千円

【令和５年度】母子保健子育て期支援事業　　　7,457千円

　　　　　　　　　　        　　（比較増減）　 　　  7,029千円　増

■令和６年度予算においては、フッ素塗布の対象年齢拡大及び自己負担額

の完全無償化、産婦健康診査費用及び1か月児健康診査費用の無償化、乳

幼児健診会場変更に伴う備品購入等を計上し、子育て期における母子の支援

を図ってまいります。

3
障がい者就労支援

事業

市民福祉部

社会福祉課
0 0 0 3 1 要改善

■障がい者雇用の向上に向けた取り組みを推進していた

だきたい。

■市のみで完結できる事業ではないので、様々な団体や

民間企業と連携し、少しでも多くの企業が受入れ、地元

で安心して仕事ができる環境の構築に取り組んでほしい。

■市民にお知らせする目的も含め、セミナー開催の実施

を検討していただきたい。

改善

■障がい者に対する就業相談は、まずは職場実習に繋げ、

就業に対するハードルを下げる取組をこれまでどおり継続して

実施する。

■市内企業を対象とした障がい者雇用セミナーについては、開

催方法等を見直し、確実な開催に繋げたい。

そのためには、関係機関や団体等との連携が必要不可欠であ

ることから、市内の企業を対象としたセミナー開催向けた検討

段階において、連携体制の構築を図りたいと考える。

【令和６年度】 障がい者就労支援事業　　745千円

【令和５年度】 障がい者就労支援事業　　658千円

　　　　　　　　　　        （比較増減）　 　　 87千円 増

■令和６年度は、障がい者雇用セミナーの開催に向けて、市内関係機関との

連携体制の構築に取り組んで参ります。

※令和６年度当初予算における前年比増の要因は、委託料にかかる人件費

及び燃料費相当額が増額となったもの。

4 交通安全対策事業
市民福祉部

市民環境課
0 0 0 0 3 現行どおり

■一般の方を対象とした交通安全教室のほか、免許取

得から数年経過した方を対象とした講習を検討しても良

いと思います。

■市の公共交通の新たな取組である、交通不便地域に

おける日常生活に必要な移動を確保するための「デマンド

型乗合タクシー」と連動した、免許返納者対応なども検

討していただきたい。

現行どおり

■当面は喫緊の課題である高齢運転者に起因する交通事

故未然防止のための交通安全対策を重点的に推進していく

が、今後、若・壮年層ドライバー等に向けた取組についても検

討してまいりたい。

■「デマンド型乗合タクシー」が正式に運行開始した際には、そ

の実績や事業効果に注視し、関係所管課とともに検討してま

いりたい。

【令和６年度】交通安全対策事業　　　　　 0千円（交通会計）

【令和５年度】交通安全対策事業　　5,873千円（交通会計）

  　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （比較増減）　 　皆減

■これまで市民交通傷害共済事業特別会計において共済加入者を対象に

行っていた各種助成等について、加入者以外にも申請対象を拡大し一般会計

での実施に改めることから皆減となったもの。

■今後も、市内の交通事故発生状況や交通事情の変化等に応じ、各種対策

を講じるなど一層の交通安全の推進に努めたい。
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事業主管課による対応結果

令和５年度事務事業評価（外部評価）最終結果表
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5
奨学資金貸付運営

経費

教育委員会

教育総務課
0 0 0 1 3 現行どおり

■様々な家庭の経済状況を踏まえながら、少しでも経済

的負担を軽減でき、子どもたちが安心して、地方で学び、

地元へ戻って就職できるような環境の構築をお願いした

い。

■償還型のみではなく、ふるさと納税を活用した給付型

奨学金の制度創設についても検討をお願いできればと思

います。

現行どおり

■大学や専門学校に進学するには、当市以外での生活が余

儀なくされ、保護者の経済的負担が大きくなることから、経済

的負担の軽減を図ることを目的とした、本事業による奨学金

貸付制度は極めて重要であると考え、現行どおり、事業の確

実な推進に努めるものである。

　また、貸付方法等については、国の制度を注視し検討するこ

ととする。

【令和６年度】奨学資金貸付運営経費　　2,006千円

【令和５年度】奨学資金貸付運営経費　　1,286千円

  　　　　　　　　　　　　　  　  （比較増減）　720 千円　増

■令和５年度に新規貸付者の貸付を開始したことに伴い、令和６年度も継続

した貸付が想定されることから、予算増が生じたもの。

■引き続き、大学等の進学により経済的負担が大きくなる保護者の経済的負

担の軽減を図るため、奨学資金貸付制度の確実な推進に努めてまいります。

6
みらいの活力応援

事業

水産経済部

水産振興課
0 0 0 0 3 現行どおり

■当該事業は、漁業者の担い手不足を解消するための

素晴らしい事業であり、今後も引き続き取り組んで欲し

い。

■地方とのマッチングを強化するため、新規漁業就業者

に対する支援の充実を図ってほしい。
現行どおり

■従前どおり、若手漁業者の資質向上並びに担い手不足の

解消に向けた取り組みを展開してまいりたい。

【令和６年度】みらいの活力応援事業　　1,650千円

【令和５年度】みらいの活力応援事業　　1,150千円

  　　　　　　　　　　　　　  （比較増減）　 　　500千円　増

■昨年より協議会負担金の増額を図ったところ。引き続き、若手漁業者の資質

向上並びに担い手不足の解消に向けた取り組みを展開してまいりたい。

7 広報広聴経費
総務部

総務課
0 0 0 0 3 現行どおり

■昔から実施している市政モニター会議など、現代に合

致しているかどうか、内容を十分見直す必要があると思い

ます。

■市からの発信内容は、興味を引く内容が必要だと思い

ますので、多様化やエンターテイメント化をしたものを検討

して欲しい。

現行どおり

■市政モニター会議については、モニターの減少、市民参加型

の会議が担当部署ごとに開催されている現状を踏まえ、廃止

を含め開催方法について検討したい。

■市からの情報発信については、ＬＩＮＥなどＳＮＳを活

用しつつ、携帯端末などを持たない高齢者などへ向けた紙媒

体による広報を行っているところであるが、様々な視点から充

実した情報発信に努めてまいりたい。

【令和６年度】広報広聴経費　　12,722千円

【令和５年度】広報広聴経費　　12,360千円

  　　　　　　　　　　　　（比較増減） 362千円　増

■広報紙の発行部数が減り配布手数料は減額となっているが、印刷に係る紙

やインク代が高騰している。

　

■広報紙の発行を継続しつつ、様々な媒体を活用した効果的な市政情報の発

信に努めてまいります。

8
まちづくり協働推進

事業

総合政策部

総合政策室
0 0 0 0 3 現行どおり

■現状、特定の団体利用に留まっている状況である。募

集して参画していただくものではないが、利用団体数も少

ないので、周知方法を検討する必要がある。

■Ｊａｚｚ文化発信活動助成金については、事業単

位の助成ではなく、特定団体への補助を実施しているよう

に見えるので、分かりやすい助成金制度の周知が必要で

ある。

現行どおり

■まちづくり協働推進事業については、ホームページ等周知方

法を検討して参りたい。

■Ｊａｚｚ文化発信活動助成金については、事業単位の

助成を実施し、広報等において、周知を図っているので、引き

続き実施してまいりたい。

【令和６年度】まちづくり協働推進事業　　1,000千円

【令和５年度】まちづくり協働推進事業　　1,100千円

  　　　　　　　　　　　　　   （比較増減）　　 100千円　減

■令和６年度予算は、過去の執行状況を鑑みて、減額したものありますが、事

業の周知については、広報等において、引き続き市民に伝わりやすい周知に努め

てまいります。

■令和6年2月20日　新年度予算案の公表

■令和6年3月18日　新年度予算案の議会議決

■令和6年3月19日　第2回根室市外部評価委員会開催（結果報告）
経過概要

■令和6年1月11日　　 　外部評価の公開実施に向けた市民周知（市ＨＰ・新聞等）

■令和6年1月15日　 　第1回会議開催(概要説明、事務事業評価の外部評価を実施)

■令和6年1月23日～　新年度予算に関する理事者査定

■令和6年1月25日　 評価結果を事業主管課へフィードバックの上、対

応検討と結果報告について指示

■令和6年2月29日　 事業主管課による対応結果及び予算要求状況

報告


